
(57)【要約】

本発明は、体積流量の液体媒体を搬送するための管路シ

ステム（１）に関する。前記システムは、ポンプに連結

される接続部（２）と、消費装置に連結される接続部（

３）と、前記ポンプを前記消費装置に接続する接続管路

（４）とを備える。本発明の目的は、管路システム内に

発生する脈動の減衰効果を増加させるこの種の管路シス

テムを提供することである。このため、本発明は、媒体

が貫流せず、弾力性のある管から少なくとも部分的に構

成される少なくとも１本の管路（７）が前記接続管路（

４）から分岐することを提供する。同じ結果は、前記接

続管路（４）に平行に走り、弾力性のある管から少なく

とも部分的に構成される少なくとも１本の管路を設ける

場合に得られる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ポ ン プ に 連 結 さ れ る 接 続 部 と 、
作 動 装 置 に 連 結 さ れ る 接 続 部 と 、
前 記 ポ ン プ を 前 記 作 動 装 置 に 接 続 す る 接 続 管 路 と 、
を 有 す る 体 積 流 量 の 流 体 を 伝 達 す る た め の 管 路 構 成 で あ っ て 、
流 れ が 貫 流 せ ず 、 弾 性 ホ ー ス か ら 少 な く と も 部 分 的 に 構 成 さ れ る 少 な く と も １ 本 の 管 路 （
７ ） が 、 前 記 接 続 管 路 （ ４ ） か ら 分 岐 す る 管 路 構 成 。
【 請 求 項 ２ 】
流 れ が 貫 流 し な い 前 記 管 路 （ ７ ） が 、 前 記 ポ ン プ に 連 結 さ れ る 接 続 部 （ ２ ） か ら 直 接 分 岐
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 管 路 構 成 。
【 請 求 項 ３ 】
流 れ が 貫 流 し な い 前 記 管 路 （ ７ ） に 対 し て 同 軸 上 に 方 向 付 け ら れ た 小 径 の 少 な く と も １ 本
の 内 側 ホ ー ス （ ９ 、 １ １ ） が 、 流 れ が 貫 流 し な い 前 記 管 路 （ ７ ） の 弾 性 ホ ー ス 内 に 配 置 さ
れ る 、 請 求 項 １ あ る い は ２ に 記 載 の 管 路 構 成 。
【 請 求 項 ４ 】
長 さ が 異 な る 複 数 の 内 側 ホ ー ス （ ９ 、 １ １ ） が 、 流 れ が 貫 流 し な い 前 記 管 路 （ ７ ） の 外 側
弾 性 ホ ー ス 内 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 管 路 構 成 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 内 側 ホ ー ス （ ９ 、 １ １ ） が 、 前 記 ポ ン プ 方 向 に 向 く 少 な く と も 一 方 の 自 由 端 を 有 す る
、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 管 路 構 成 。
【 請 求 項 ６ 】
ポ ン プ に 連 結 さ れ る 接 続 部 と 、
作 動 装 置 に 連 結 さ れ る 接 続 部 と 、
前 記 ポ ン プ を 前 記 作 動 装 置 に 接 続 す る 接 続 管 路 と 、
を 有 す る 体 積 流 量 の 流 体 を 伝 達 す る た め の 管 路 構 成 に お い て 、
前 記 接 続 管 路 （ ４ ） と 平 行 に 走 り 、 少 な く と も 部 分 的 に 弾 性 ホ ー ス か ら 構 成 さ れ る 少 な く
と も １ 本 の 管 路 が 設 け ら れ る 管 路 構 成 。
【 請 求 項 ７ 】
平 行 に 走 る 前 記 管 路 が 、 前 記 ポ ン プ に 連 結 さ れ る 前 記 接 続 部 （ ２ ） か ら 直 接 分 岐 す る 、 請
求 項 ６ に 記 載 の 管 路 構 成 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 平 行 に 走 る 管 路 に 対 し て 同 軸 状 に 方 向 付 け ら れ る 比 較 的 小 径 の 少 な く と も １ 本 の 内 側
ホ ー ス が 、 前 記 弾 性 ホ ー ス 内 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ６ あ る い は ７ に 記 載 の 管 路 構 成 。
【 請 求 項 ９ 】
長 さ が 異 な る 複 数 の 内 側 ホ ー ス が 、 前 記 平 行 に 走 る 管 路 の 外 側 弾 性 ホ ー ス 内 に 配 置 さ れ る
、 請 求 項 ６ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 管 路 構 成 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 内 側 ホ ー ス が 、 前 記 ポ ン プ 方 向 に 向 い て い る 少 な く と も 一 方 の 自 由 端 を 有 す る 、 請 求
項 ６ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 管 路 構 成 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 体 積 流 量 の 流 体 を 伝 達 し 、 ポ ン プ に 連 結 さ れ る 接 続 部 と 、 作 動 装 置 に 連 結 さ れ
る 接 続 部 と 、 ポ ン プ を 作 動 装 置 に 接 続 す る 接 続 管 路 と を 有 す る 管 路 構 成 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ う し た 油 圧 管 路 で は 、 圧 力 の 脈 動 が 生 じ て 、 管 路 内 の 共 振 を 励 起 す る 場 合 が あ り 、 こ れ
は 、 煩 わ し い 騒 音 の 原 因 に な る だ け で は な く 、 ね じ で 締 め ら れ た 接 続 部 の 緩 み お よ び ／ ま
た は 磨 耗 の 原 因 と な る 場 合 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
こ う し た 問 題 を 防 止 す る た め に 、 流 体 が 貫 流 し 、 容 量 お よ び パ イ ロ ッ ト 圧 が 、 発 生 す る 圧
力 の 変 動 を で き る 限 り 減 衰 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 管 路 に １ 個 ま た は 複 数 の 圧 力 コ ン ベ ク
タ を 接 続 す る こ と が 周 知 で あ る 。 し か し 、 こ う し た 蓄 圧 機 に 関 す る 欠 点 は 、 こ れ ら の 蓄 圧
機 は 体 積 が 大 き く 、 ひ い て は 重 く 、 適 応 性 が 乏 し い た め に 、 管 路 構 成 の 多 く の 適 用 分 野 で
問 題 を 生 じ る 原 因 に な る こ と で あ る 。 さ ら に 、 こ う し た 公 知 の 解 決 方 法 は 比 較 的 高 価 で あ
り 、 個 々 の 適 用 事 例 に 応 じ て 構 成 ま た は 調 整 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
さ ら に 、 管 路 内 の 圧 力 脈 動 を 防 止 す る た め に 、 た と え ば 特 許 文 献 １ か ら 、 供 給 ホ ー ス 、 つ
ま り 流 れ が 貫 流 し 、 ポ ン プ と 作 動 装 置 と の 間 に 配 置 さ れ る ホ ー ス で あ っ て 、 外 側 の 可 撓 性
ホ ー ス 部 と 、 外 側 ホ ー ス 部 内 に 同 軸 状 に 配 置 さ れ 、 外 側 ホ ー ス 部 の 一 部 に の み 延 在 す る 内
側 の 可 撓 性 ホ ー ス 部 と を 備 え る ホ ー ス を 提 供 す る 方 法 が 周 知 で あ る 。 内 側 ホ ー ス 部 は 、 そ
の 両 端 の 一 方 が 外 側 ホ ー ス 部 と の 接 続 要 素 に 接 続 さ れ 、 外 側 ホ ー ス 部 と 共 に 、 長 形 の 環 状
空 間 を 形 成 す る 。 内 側 ホ ー ス 部 は 、 外 側 ホ ー ス 部 の 全 長 に わ た っ て 延 在 し な い た め 、 長 形
環 状 空 間 に 隣 接 し て 、 空 の チ ャ ン バ が 形 成 さ れ る 。 こ れ は 、 流 体 が 外 側 ホ ー ス 部 に よ っ て
の み 囲 ま れ る 領 域 で あ る 。 こ の 流 体 装 置 で は 、 流 体 は 先 ず 内 側 ホ ー ス 部 を 通 っ て 流 れ て か
ら 、 空 の チ ャ ン バ 内 に 流 入 す る 。 し た が っ て 、 内 側 ホ ー ス 部 は 、 そ の 自 由 端 が 作 動 装 置 の
方 向 、 つ ま り 流 動 方 向 に 向 く 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
公 知 の 減 衰 要 素 は 、 以 下 の よ う に 動 作 す る ： 上 記 の ホ ー ス 構 成 で は 、 圧 力 脈 動 は 、 先 ず 、
内 側 ホ ー ス 部 を 介 し て 空 の チ ャ ン バ に 達 す る 。 移 動 す る 脈 動 波 の 一 部 は 、 空 の チ ャ ン バ 内
で 下 流 方 向 に 伝 搬 す る が 、 そ の 他 の 脈 動 波 は 、 内 側 ホ ー ス 部 と 外 側 ホ ー ス 部 と の 間 の 長 形
環 状 空 間 内 で 上 流 方 向 に 伝 搬 す る 。 上 流 に 方 向 付 け ら れ る 波 は 、 接 続 要 素 の 内 側 端 壁 に お
い て 偏 向 し 、 環 状 キ ャ ビ テ ィ 内 で 再 び 下 流 に 移 動 し 、 内 側 ホ ー ス 部 か ら 出 現 す る 移 動 脈 動
波 に 重 畳 す る 。 こ の 重 畳 過 程 で は 、 波 は 、 逆 位 相 で 互 い に 部 分 的 に 重 畳 し 、 そ の 結 果 減 衰
効 果 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
あ る 種 の 油 圧 シ ス テ ム 、 特 に ピ ス ト ン ポ ン プ で は 、 上 記 の 管 路 構 成 の 減 衰 効 果 は 、 激 し く
発 生 す る 脈 動 を 適 切 に 減 衰 す る に は 不 十 分 で あ り 、 そ の 結 果 、 ポ ン プ の 騒 音 が 激 し く な る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 独 国 特 許 出 願 公 開 第 ３ ５ １ ０ ２ ６ ７ Ａ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 の 背 景 に 対 し て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 減 衰 効 果 が 増 幅 さ れ る 上 記 タ イ プ の 体 積 流 量 伝 達
用 管 路 構 成 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 を な す 特 性 、 お よ び 請 求 項 ６ の 特 徴 を な す 特 性 に よ り 、 請 求
項 １ お よ び 請 求 項 ６ の 前 文 の 特 性 を 有 す る 管 路 構 成 を 用 い て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し た が っ て 、 本 発 明 に よ る 解 決 方 法 は 、 流 れ が 貫 流 せ ず 、 ポ ン プ と 負 荷 と の 間 の 接 続 管 路
か ら 分 岐 す る 少 な く と も １ 本 の 管 路 を 管 路 構 成 に 設 け る こ と に 特 徴 が あ る 。 流 れ が 貫 流 し
な い こ う し た 管 路 は 、 少 な く と も 部 分 的 に 弾 性 ホ ー ス か ら 成 り 、 分 岐 部 か ら 離 れ た 方 に 面
し て い る 端 部 が 閉 鎖 さ れ る 。 圧 力 が 増 加 し た 時 の ホ ー ス 壁 部 の 弾 力 性 に よ り 、 流 れ が 貫 流
し な い 管 路 は 、 比 較 的 大 き い 容 量 に 替 わ る こ と が で き 、 そ の 結 果 圧 力 の 脈 動 を 補 償 す る 。
流 れ が 貫 流 し な い こ う し た 弾 力 性 の あ る ホ ー ス を 一 般 的 な タ イ プ の ホ ー ス 構 成 に 接 続 す る
場 合 、 上 記 の 減 衰 効 果 は 管 路 構 成 全 体 に 作 用 す る 。 本 発 明 に よ る 構 成 は 、 脈 動 の 著 し い 減
衰 を も た ら し 、 こ れ は 、 特 に 、 ポ ン プ の 騒 音 の 発 生 が 大 幅 に 低 下 す る こ と か ら 明 ら か で あ
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る 。
【 ０ ０ １ １ 】
弾 性 ホ ー ス は 、 流 れ が 貫 流 し な い 管 路 の 全 長 に わ た っ て 延 在 す る こ と が で き る 。 し か し 、
こ う し た ホ ー ス は 、 こ の 管 路 の 一 部 に の み 延 在 し 、 管 路 の 他 の 部 分 は 、 た と え ば 金 属 管 か
ら 構 成 し て 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 上 記 の 目 的 は 、 請 求 項 ６ に 従 っ て 、 接 続 管 路 と 平 行 に 走 り 、 弾 性 ホ ー ス か ら 成 る 少
な く と も １ 本 の 管 路 が 設 け ら れ た 一 般 的 な タ イ プ の 管 路 構 成 に よ り 達 成 さ れ る 。 こ れ に 関
連 し て 、 平 行 に 案 内 さ れ る 管 路 は 、 あ る 位 置 で 接 続 管 路 か ら 分 岐 し て 、 接 続 管 路 の 下 流 の
別 の 位 置 で 再 び 接 続 管 路 に 結 合 す る 管 路 と 解 釈 す る べ き で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 例 示 的
な 実 施 態 様 で は 、 管 路 構 成 を 通 っ て 供 給 さ れ る 流 体 は 、 両 方 の 管 路 に 平 行 に 導 か れ る 。 ホ
ー ス 壁 部 の 弾 力 性 に よ り 、 平 行 に 案 内 さ れ る 管 路 は 、 こ の 場 合 も 脈 動 補 償 効 果 を 有 し 、 管
路 構 成 の 騒 音 の 発 生 に 明 確 な 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
平 行 に 案 内 さ れ る 管 路 は 、 完 全 に 、 ま た は 部 分 的 に の み 弾 性 ホ ー ス か ら 構 成 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
一 実 施 態 様 に よ る と 、 流 れ が 貫 流 せ ず 、 平 行 に 案 内 さ れ る 管 路 は 、 ポ ン プ に 連 結 さ れ る 接
続 管 路 の 接 続 部 に お い て 直 接 分 岐 す る 。 こ の 場 合 、 特 に 良 好 な 程 度 の 減 衰 が 得 ら れ る 。 し
か し 、 分 岐 は 、 接 続 管 路 の そ の 他 の 何 れ か の 領 域 で 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
比 較 的 小 径 の 少 な く と も １ 本 の 内 側 ホ ー ス を 外 側 ホ ー ス 内 に 同 軸 状 に 方 向 付 け て 、 流 れ が
貫 流 し な い 管 路 と し て 、 つ ま り 平 行 管 路 と し て 構 成 さ れ た 弾 性 ホ ー ス に 設 け る と 、 特 に 有
利 で あ る こ と が 実 証 さ れ て い る 。 前 記 内 側 ホ ー ス は 、 そ の 両 端 の う ち 一 方 が 外 側 の 弾 性 ホ
ー ス に 取 り 付 け ら れ る 。 外 側 ホ ー ス と 内 側 ホ ー ス と の 接 続 は 、 た と え ば ス リ ー ブ に よ り 行
う こ と が で き 、 こ の ス リ ー ブ は 、 外 側 ホ ー ス と 内 側 ホ ー ス と の 間 に 配 置 さ れ 、 内 側 ホ ー ス
の 一 方 の 端 部 に 接 続 さ れ 、 外 側 ホ ー ス の 周 囲 に 配 置 さ れ た ス リ ー ブ 形 ク ラ ン プ に よ り 保 持
さ れ る 。 し か し 、 接 続 は 、 当 業 者 が 熟 知 し て い る そ の 他 の 何 ら か の 方 法 で 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ス リ ー ブ に 接 続 さ れ て い な い 内 側 ホ ー ス の 自 由 端 は 、 流 れ が 貫 流 し な い 管 路 の 場 合 は ポ ン
プ 方 向 も し く は 弾 性 ホ ー ス の 閉 鎖 端 部 方 向 、 ま た は 平 行 に 案 内 さ れ る 管 路 の 場 合 は 作 動 装
置 方 向 に 方 向 付 け る こ と が で き る 。 ス リ ー ブ は 、 内 側 ホ ー ス が ２ つ の 自 由 端 を 有 し 、 一 方
の 自 由 端 が ポ ン プ 方 向 に 向 き 、 他 方 の 自 由 端 が 反 対 方 向 に 向 く よ う に 、 内 側 ホ ー ス の 中 心
に 配 置 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
流 れ が 貫 流 し な い 、 つ ま り 平 行 に 案 内 さ れ る 管 路 と 、 追 加 の 内 側 ホ ー ス に よ り 達 成 さ れ る
管 路 構 成 内 の 流 体 柱 の 遮 断 と の 付 加 的 な 組 合 せ は 、 ポ ン プ の 広 範 な 回 転 速 度 範 囲 で 騒 音 の
発 生 を 著 し く 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
複 数 の 内 側 ホ ー ス は 、 外 側 弾 性 ホ ー ス 内 に 配 置 し て も 良 い 。 こ れ ら の 内 側 ホ ー ス は す べ て
、 同 じ 方 向 に 向 け る か 、 ま た は 異 な る 方 向 に 向 け る こ と が で き る 。 内 側 ホ ー ス の 長 さ は 、
異 な っ て も 良 い 。 上 記 の 変 形 に よ り 、 本 発 明 に よ る 管 路 構 成 の 減 衰 程 度 は 、 個 々 の 応 用 例
に 応 じ て 正 確 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 流 れ が 貫 流 し な い 管 路 、 つ ま り 平 行 に 案 内 さ れ る 管 路 の ほ か に 、 ポ ン プ と 作 動 装 置
間 の 接 続 管 路 の 部 分 を 弾 性 ホ ー ス か ら 製 造 す る こ と も 考 え ら れ る 。 こ の ホ ー ス の 場 合 、 上
記 の 変 形 で 内 側 ホ ー ス を 比 較 的 小 径 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 に つ い て 、 図 示 の 例 示 的 な 実 施 態 様 を 参 照 す る こ と に よ り 、 以 下 に さ ら に 詳 細 に 説
明 す る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ は 、 ア ク テ ィ ブ シ ャ シ の 油 圧 シ ス テ ム 用 の 本 発 明 に よ る 管 路 構 成 １ を 示 す 。 し か し な
が ら 、 本 発 明 に よ る 解 決 方 法 は 、 圧 力 お よ び 体 積 流 量 が 伝 達 す る 結 果 と し て 脈 動 が 発 生 す
る 、 た と え ば サ ー ボ ス テ ア リ ン グ シ ス テ ム な ど 、 予 想 さ れ る そ の 他 の 何 ら か の 油 圧 シ ス テ
ム に 応 用 す る こ と も で き る 。 ２ に お い て 、 管 路 構 成 １ は ポ ン プ （ 図 示 し な い ） に 接 続 さ れ
る 。 ３ に お い て 、 管 路 構 成 １ は 作 動 装 置 （ や は り 図 示 し な い ） に 接 続 さ れ る 。 ポ ン プ を 作
動 装 置 に 接 続 す る 接 続 管 路 ４ は 、 接 続 部 ２ と 接 続 部 ３ と の 間 に 設 け ら れ る 。 接 続 管 路 ４ は
、 金 属 管 ５ 、 お よ び 先 行 技 術 で 公 知 の 織 布 強 化 ま た は 金 属 強 化 ホ ー ス か ら 形 成 さ れ る 弾 力
性 ホ ー ス ６ か ら 部 分 的 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ の 他 の 管 路 ７ は 、 接 続 部 ２ か ら 分 岐 す る 。 こ の 管 路 ７ に は 、 流 れ は 貫 流 し な い 。 管 路 ７
は 、 分 岐 部 ２ か ら 離 れ た 方 に 面 す る 端 部 ８ が 閉 鎖 さ れ て い る 引 込 管 路 で あ る 。 こ の 引 込 管
路 も 、 弾 性 の 織 布 強 化 ま た は 金 属 強 化 ホ ー ス か ら 構 成 さ れ る 。 用 途 に 応 じ て 、 引 込 管 路 に
至 る 分 岐 部 は 、 ポ ン プ と 作 動 装 置 と の 間 の 、 流 れ が 貫 流 す る 接 続 管 路 ４ 上 の そ の 他 の 所 望
の 位 置 に 配 置 し て 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ２ は 、 引 込 管 路 ７ の 断 面 を 示 す 。 引 込 管 路 ７ は 、 図 の 上 方 を 向 い て い る 端 部 ８ が 閉 鎖 さ
れ る 。 こ の 引 込 管 路 は 、 下 方 に 向 い て い る 端 部 が ポ ン プ に 至 る 接 続 部 ２ に つ な が る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
内 側 ホ ー ス ９ お よ び １ １ は 、 引 込 管 路 ７ 内 に 配 置 さ れ る 。 こ れ ら ２ 本 の ホ ー ス は 、 引 込 管
路 ７ の 外 側 ホ ー ス よ り 直 径 が 小 さ く 、 外 側 ホ ー ス 内 に 同 軸 状 に 配 置 さ れ る 。 ホ ー ス ９ は 、
ホ ー ス 端 部 ８ を 閉 鎖 す る 構 成 を 介 し て 外 側 ホ ー ス ７ に 接 続 さ れ る 。 外 側 ホ ー ス ７ の 中 心 に
配 置 さ れ る 内 側 ホ ー ス １ １ の 場 合 、 接 続 は 、 内 側 ホ ー ス １ １ に 接 続 さ れ て 外 側 ホ ー ス ７ 内
に 配 置 さ れ る ス リ ー ブ １ ２ を 介 し て 行 わ れ る 。 ス リ ー ブ １ ２ の 外 径 は 、 少 な く と も 部 分 的
に 外 側 ホ ー ス ７ の 内 径 に 一 致 す る 。 ス リ ー ブ １ ２ が 外 側 ホ ー ス ７ 内 に 滑 り 込 ま な い よ う に
、 外 側 ホ ー ス ７ の 外 側 の ス リ ー ブ １ ２ の 高 さ に 、 ス リ ー ブ 形 ポ ン プ １ ３ を 設 け る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
２ 本 の 内 側 ホ ー ス ９ お よ び １ １ は 、 外 側 引 込 管 路 ７ の 一 部 の 上 に の み 延 在 す る 。 こ れ ら ２
本 の ホ ー ス は 、 自 由 端 が ポ ン プ 方 向 に 向 け ら れ る 。 こ れ ら の ホ ー ス の 自 由 端 は 、 ポ ン プ か
ら 離 れ た 方 向 に 向 い て も 良 い 。 し か し 、 こ の 状 態 は 、 図 に は 示 さ な い 。 こ れ ら の ホ ー ス は
、 引 込 管 路 ７ と 共 に 環 状 空 間 １ ４ お よ び １ ５ を 形 成 す る 。 空 の チ ャ ン バ １ ６ お よ び １ ７ は
、 内 側 ホ ー ス ９ お よ び １ １ の 各 々 の 自 由 端 内 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
行 止 り の 管 路 ７ 内 の 流 体 柱 は 、 内 側 ホ ー ス ９ お よ び １ １ に よ り 遮 断 さ れ る 。 こ う し た 遮 断
は 、 流 体 柱 中 の 脈 動 波 が 分 割 さ れ て 、 異 な る 距 離 に 達 し 、 部 分 的 に 反 射 し て 再 び 結 合 す る
状 態 を 生 じ る 原 因 に な る 。 こ の 組 合 せ が 生 じ る と 、 脈 動 波 は 、 逆 位 相 で 互 い に 重 畳 し 、 減
衰 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ の 他 の 実 施 態 様 （ 図 示 し な い ） に よ る と 、 ポ ン プ か ら 離 れ た 方 に 向 い て い る 管 路 ７ の 端
部 は 閉 鎖 さ れ ず 、 適 切 な 位 置 で 接 続 管 路 ４ に 接 続 さ れ る た め 、 管 路 ７ は 、 接 続 管 路 ７ に 平
行 な 管 路 と し て 具 体 化 さ れ 、 し た が っ て 流 れ が 貫 流 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 に よ る 解 決 方 法 は 、 図 ２ に 関 連 し て 説 明 し た 内 側 ホ ー ス ９ 、 １ １ が な い 状 態 で も 、
管 路 構 成 １ 内 の 減 衰 要 素 と し て 有 効 で あ る 。 し か し 、 各 々 の 全 体 の シ ス テ ム は 、 内 側 ホ ー
ス ９ お よ び １ １ に よ り 、 特 に 管 路 ７ 内 に お け る こ れ ら の ホ ー ス の 数 、 構 成 、 管 路 内 に お け
る 向 き お よ び 長 さ に よ り 正 確 に 調 節 お よ び 設 定 す る こ と が で き る 。 ホ ー ス ９ お よ び １ １ に
対 応 す る ホ ー ス は 、 接 続 管 路 ４ の 弾 力 性 ホ ー ス ６ 内 に 設 け る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
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【 図 １ 】 流 れ が 貫 流 し な い 管 路 部 を 有 す る 、 本 発 明 に よ る 管 路 構 成 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に よ る 流 れ が 貫 流 し な い 管 路 部 の 断 面 図 で あ る 。
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